
七

本
田
治
教
授　

略
歴　

業
績
目
録

本
田
治
教
授　

略
歴　

業
績
目
録

略　
　
　

歴 

一
九
四
五
年
九
月
四
日　
　
　
　

台
湾
に
生
ま
れ
る

一
九
六
四
年
三
月　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
熊
本
高
校
卒
業

一
九
六
四
年
四
月　
　
　
　
　
　

熊
本
大
学
法
文
学
部
文
科
東
洋
史
学
専
攻
入
学

一
九
六
八
年
三
月　
　
　
　
　
　

熊
本
大
学
法
文
学
部
文
科
東
洋
史
学
専
攻
卒
業           

一
九
六
八
年
四
月　
　
　
　
　
　

熊
本
大
学
法
文
学
部
文
科
史
学
専
攻
科
入
学           

一
九
六
九
年
三
月　
　
　
　
　
　

熊
本
大
学
法
文
学
部
文
科
史
学
専
攻
科
退
学           

一
九
六
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学           

一
九
七
二
年
三
月　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
二
年
四
月　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学           

一
九
七
六
年
三
月　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学  

職　
　
　

歴

一
九
七
六
年
四
月　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
文
学
部
助
手
（
一
九
八
〇
年
三
月
ま
で
）           

一
九
八
〇
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授　

           

一
九
八
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
、
現
在
に
至
る

非
常
勤
講
師

大
阪
大
学
文
学
部
、
同
文
学
研
究
科
、
大
阪
大
学
付
属
医
療
短
期
大
学
、
高
野
山
大
学
文
学
部
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
、
筑
波
大
学
歴
史
人
類
系
、

熊
本
大
学
文
学
部
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部



八

《
業
績
目
録
》 

編
著 

『
中
国
本
土
地
図
目
録
』（
布
目
潮
渢
編
）
大
阪
大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
会
、
一
九
七
六
年
三
月

『
東
ア
ジ
ア
経
済
史
の
諸
問
題
』（
松
田
孝
一
編
）
阿
吽
社
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
第
１
章 

中
国
農
業
総
論
、
第
３
章 

中
国
水
利
開
発
史

論
文 

「
宋
代
両
浙
地
方
の
養
蚕
業
に
つ
い
て
│
特
に
そ
の
技
術
的
展
開
を
中
心
に
│
」『
待
兼
山
論
叢
（
史
学
篇
）』
六
号
、
一
九
七
二
年
一
月
、
四
一
―
五
八
頁

「
宋
代

州
の
水
利
開
発
│
陂
塘
を
中
心
に
│
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
一
―
三
、一
九
七
五
年
一
〇
月
、
一
―
二
四
頁

「
宋
元
時
代
浙
東
の
海
塘
に
つ
い
て
」『
中
国
水
利
史
研
究
』
九
号
、
一
九
七
九
年
五
月
、
一
―
一
三
頁

「
唐
宋
時
代
、
両
浙
淮
南
の
海
岸
線
に
つ
い
て
」
布
目
潮
渢
編
『
唐
宋
時
代
の
行
政
・
経
済
地
図
の
作
成
』
科
研
研
究
成
果
報
告 

、
一
九
八
一
年
三
月
、
九
九
―
一
一
〇
頁

「
宋
元
時
代
の
夏
蓋
湖
水
利
に
つ
い
て
」『
佐
藤
博
士
還
暦
記
念
中
国
水
利
史
論
集
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
三
月
、
一
五
五
―
一
七
八
頁

「
宋
元
時
代
の
濱
海
田
開
発
に
つ
い
て
」『
東
洋
史
研
究
』
四
〇
―
四
、一
九
八
二
年
三
月
、
三
二
―
五
七
頁

「
清
、
衛
杰
の
『
蚕
桑
浅
説
』
に
つ
い
て
」
佐
藤
武
敏
編
『
中
国
農
書
の
研
究
』
科
研
研
究
成
果
報
告
、
一
九
八
三
年
三
月
、
五
五
―
六
四
頁
、

「
宋
代
杭
州
及
び
後
背
地
の
水
利
と
水
利
組
織
」
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
二
五
―
一
五
一
頁
、
一
九
八
四
年
三
月

「
宋
元
時
代
温
州
平
陽
県
の
開
発
と
移
住
」『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
国
水
利
史
論
集
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
、 

二
一
三
―
二
三
六
頁

「
台
湾 

の
祭
祀
公
業
に
つ
い
て
」
斯
波
義
信
編
『
華
人
の
台
湾
遷
住
に
関
す
る
総
合
調
査
報
告
』
科
研
研
究
費
海
外
学
術
調
査
報
告
書
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
一
九
八
五
年
三
月
、

三
九
―
四
八
頁

「
宋
代
の
地
方
流
通
組
織
と
鎭
市
」『
立
命
館
文
学
』
五
〇
〇
号
、
一
九
八
七
年
三
月
、
三
八
二
―
四
〇
四
頁

「
宋
代
餘
姚
県
に
お
け
る
水
利
開
発
」『
布
目
潮
渢
博
士
古
稀
記
念
論
集
・
東
ア
ジ
ア
の
法
と
社
会
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
五
月
、
三
八
一
―
三
九
六
頁

「
宋
代
地
方
官
の
職
務
と
水
利
事
業
」
森
田
明
編
『
中
国
水
利
の
歴
史
的
研
究
』
科
研
研
究
成
果
報
告
、
一
九
九
四
年
三
月
、
三
〇
―
三
七
頁

「
宋
代
の
湖
税
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』 

五
三
七
号
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
二
一
四
―
二
二
七
頁

「
宋
代
地
方
官
の
水
利
建
設
と
勤
務
評
価
」『
中
国
水
利
史
研
究
会
創
立
三
十
周
年
記
念
中
国
水
利
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
三
月
、
一
八
九
―
二
一
二
頁

「
宋
代
温
州
に
お
け
る
開
発
と
移
住
補
論
」『
立
命
館
東
洋
史
学
』
一
九
号
、
一
九
九
六
年
七
月
、
一
―
一
三
頁

「
南
宋
時
代
の
災
害
と
復
元
の
シ
ス
テ
ム
―
乾
道
二
年
温
州
を
襲
っ
た
台
風
の
場
合
―
」『
立
命
館
文
学
』
五
六
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
二
〇
―
四
五
頁

「
宋
代
都
市
の
花
卉
園
芸
に
つ
い
て
」『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
四
号
、
二
〇
〇
一
年
七
月
、
一
―
二
三
頁



九

本
田
治
教
授　

略
歴　

業
績
目
録

「
宋
代
の
溜
池
潅
漑
に
つ
い
て
」『
中
国
水
利
史
研
究
』
三
一
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
三
六
―
五
三
頁

「
北
宋
時
代
の
唐
州
に
お
け
る
水
利
開
発
」『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
八
号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
、
一
―
二
六
頁

「
知

県
時
代
の
王
安
石
の
水
利
事
業
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』
五
九
八
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
、
七
三
〇
―
七
四
六
頁

「
明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」『
立
命
館
文
学
』
六
〇
八
号 

、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
九
三
―
一
二
九
頁

「
宋
代
に
お
け
る
湖
田
造
成
と
陂
塘
湖
の
保
全
問
題
」
松
田
吉
郎
編
『
古
代
水
利
施
設
の
歴
史
的
価
値
及
び
そ
の
保
護
利
用
国
際
学
術
討
論
会
論
文
集
』
特
定
領
域
研
究
報
告
集

　
　
「
寧
波
地
域
の
水
利
開
発
と
環
境
」、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
三
六
―
五
〇
頁

「
清
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」『
立
命
館
東
洋
史
学
』
三
三
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月
、
一
―
四
七
頁

書
評

「
一
九
七
三
年
の
歴
史
学
会
（
五
代
・
宋
・
元
）
│
回
顧
と
展
望
│
」『
史
学
雑
誌
』
八
三
―
五
、一
九
七
四
年
五
月
、
一
七
八
―
一
八
五
頁

「
川
原
由
郎
著
『
宋
代
社
会
経
済
史
研
究
』」『
史
学
雑
誌
』
九
〇
―
六
、一
九
八
四
年
六
月
、
八
八
―
九
四
頁

「
一
九
八
八
年
の
歴
史
学
会
（
五
代
・
宋
・
元
）
│
回
顧
と
展
望
│
」『
史
学
雑
誌
』
九
八
―
五
、一
九
八
九
年
五
月
、
二
三
二
―
二
三
九
頁

「
日
本
五
代
宋
元
史
研
究
近
况
（
一
九
八
八
年
度
）」『
宋
史
研
究
通
訊
』（
北
京
、
一
九
九
〇
年
）
№ 
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学
会
発
表

「
宋
代
の
地
方
流
通
組
織
と
鎮
市
」
史
学
会
第
七
一
回
大
会
（
於
東
京
大
学
）、
一
九
七
三
年
一
一
月
一
一
日

「
宋
代

州
の
水
利
開
発
」
社
会
経
済
史
学
会
第
四
三
回
大
会
（
於
神
戸
大
学
）、
一
九
七
四
年
五
月
一
九
日

「
宋
代
江
南
の
瀕
海
地
方
に
お
け
る
農
業
開
発
」
中
国
水
利
史
研
究
会
大
会
（
於
大
阪
市
職
員
共
済
な
に
わ
会
館
）、
一
九
七
七
年
一
一
月
四
日

「
瀕
海
諸
田
の
開
拓
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
華
南
の
農
業
と
共
同
体
」（
於
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
一
九
七
九
年
一
一
月
一
四
日

「
宋
元
時
代
の
夏
蓋
湖
水
利
に
つ
い
て
」
立
命
館
史
学
会
第
二
回
大
会
（
於
立
命
館
大
学
）、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
二
六
日

「
一
一
六
六
年
襲
撃
温
州
的
台
風
及
其
影
響
」
国
際
浙
東
水
利
史
学
学
術
討
論
会
（
於
中
国
・
寧
波
）、
一
九
九
六
年
八
月

「
中
国
の
溜
池
潅
漑
：
歴
史
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
溜
池
潅
漑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
中
国
水
利
史
研
究
会
大
会
（
於
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
、）、
二
〇
〇
二
年
一
一
月

「
寧
波
の
水
利
調
査
」
立
命
館
東
洋
史
学
会
大
会
（
於
立
命
館
大
学
末
川
記
念
会
館
）、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
七
日

「
宋
代
明
州
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」
第
五
二
回
国
際
東
方
学
者
会
議
東
京
会
議
（
於
日
本
教
育
会
館
）、
二
〇
〇
八
年
五
月
一
八
日



一
〇

研
究
発
表

「
宋
代
江
南
填
湖
与
復
湖
運
動
」
二
〇
〇
八
年
古
代
堰
壩
工
程
歴
史
価
値
及
其
保
護
利
用
国
際
学
術
検
討
会
（
於
四
川
・
成
都
）、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
三
日

「
宋
代
余
姚
の
水
利
開
発
補
論
」
中
国
水
利
史
研
究
会
大
会
（
於
明
石
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日

「
近
世
寧
波
に
お
け
る
移
住
と
開
発
」
立
命
館
東
洋
史
学
会
（
於
立
命
館
大
学
末
川
記
念
会
館
）、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
八
日

そ
の
他

「
江
南
デ
ル
タ
・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」（
一
九
七
九
―
一
九
八
〇
年
、京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
け
る
コ
メ
ン
ト
。『
中
国
江
南
の
稲
作
文
化
』（
日
本
放
送
協
会
、

　
　

一
九
八
四
年
四
月
）、
二
四
八
―
二
五
〇
頁

シ
ン 

ポ
ジ
ウ
ム
「
寧
波
研
究
の
課
題
と
可
能
性
」（
二
〇
〇
六
年
二
月
四
日
、
東
京
大
学
駒
場
数
理
科
学
研
究
科
大
講
義
室
）
陸
敏
珍
（
杭
州
師
範
学
院
）「
宋
代
明
州
水
利
事
業

的
経
営
与
管
理
」
に
対
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
・
コ
メ
ン
ト
・
ペ
ー
パ
ー
、『
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
史　

現
地
調
査
報
告
―
地
域
・
環
境
・
心
性
』
一
号
、
二
〇
〇
六
年

一
二
月
、
八
五
―
八
九
頁

『
歴
史
学
事
典
』
第
一
三
巻
「
所
有
と
生
産
」（
樺
山
紘
一
編
、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）「
飢
饉
（
中
国
）」
の
項
目

「
水
利
碑
刻
」『
白
川
研
究
所
便
り
』
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
三
〇
日
、
五
―
七
頁

「D
evelopm

en
t an

d M
igration

 in
 C

oastal M
in

g
ch

ou
 du

rin
g th

e S
u

n
g

」『
国
際
東
方
学
者
会
議
紀
要
』
第
五
二
冊
、
二
〇
〇
八
年
一
月
、
一
〇
二
―
一
〇
三
頁

基
礎 

カ
ー
ド
の
採
録
提
供
『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
（
人
名
・
書
名
篇
）』（
東
洋
文
庫
、
一
九
八
二
年
三
月
）、『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
（
年
月
日
・
詔
勅
篇
）』（
東
洋
文
庫
、

一
九
八
五
年
二
月
）


